



Reflection of the Students Majoring in Early Childhood Care and Education： 

























































































2015 年度に H 市内の 4 年制大学に在籍し、保育士資格取得を希望する 1，2，3 年生 149
名（男性 30 名、女性 119 名）を対象とした。1 年生 54 名（男性 14 名、女性 40 名）、2 年
生 55 名（男性 11 名、女性 44 名）、3 年生 40 名（男性 8 名、女性 32 名）であった。全対
象者への調査は 2015 年 9 月 29 日から 10 月 15 日に実施した。また、1 年生への 2 回目の
























②子どもに関する省察（12 項目）、③他者をとおした省察（12 項目）の 3 下位尺度、計 36
項目より構成されていた。回答は、「まれにある（1 点）」、「たまにある（2 点）」、「ときど




力に関わる要因を検討するために、以下の 3 つの分析を行った。なお、分析には、IBM SPSS 


































保育者を目指す大学生 149 名を対象に調査を行い、148 名（男性 30 名、女性 118 名）か
ら回答を得た（回収率 99.33%）。回答者 148 名のうち、保育者の省察に関する項目全てに
回答の得られた 128 名（男性 26 名、女性 102 名）を分析対象とした（有効回答率 86.49%）。
回答者の学年の内訳は、1 年生 48 名（男性 12 名、女性 36 名）、2 年生 47 名（男性 7 名、
女性 40 名）、3 年生 33 名（男性 7 名、女性 26 名）であった。 
学年による子どもと関わる経験の違いとして、1 年生は、調査時点で夏季休暇中に 5 回の
ボランティアを経験していた。2年生は、1年次より継続してボランティアを実施しており、
調査時点で 9 回以上のボランティアを経験していた。3 年生は、入学後からのボランティア







であると判断し、2 因子 12 項目を抽出した（表 1）。第 2 因子までの累積寄与率は、51.13%
であった。第 1 因子は 8 項目からなり、第 1 因子に負荷量の高い項目は、子どもに何か言
う前後において、「自分の言動や態度」「自分の感情」を意識することや適切かどうか考え
るという項目であった。これらの項目は、実践中の自己の保育に関する省察であったため










2 子どもに何か伝える前に、自分の言動や態度を意識することがある .685 -.045 .446
1 子どもと話すとき、自分の言動や態度を意識することがある .669 -.045 .425
2 子どもと話した後、自分の言い方が適切かどうか考えることがある .632 .045 .426
2 子どもに何か言う前に、自分の言動の影響を考えることがある .622 -.028 .373
1 子どもと話すとき、自分の態度に注意を向けることがある .595 -.049 .332
2 子どもに何か言った後、そのときの自分の感情について考えることがある .580 .030 .352
1 保育において自分の振る舞いに目を向けることがある .562 .120 .386
1 子どもに対する自分の言動に気をつけることがある .510 -.021 .251
3 自分の保育の方針を振り返り改善すべきところを考えることがある -.043 .807 .624
3 保育者としての信念について考えることがある -.053 .728 .501
3 「子どもを保育する」とはどういうことか考えることがある .135 .696 .581
















































項目は除外し、2 因子 11 項目を抽出した（表 2）。除外された項目は、「子どもにとって、
将来何が必要か考えながら育てている」の 1 項目であった。第 2 因子までの累積寄与率は、
52.28%であった。 













1 子どもと話しているとき、子どもの表情や態度に注意することがある .740 -.147 .462
1 子どもと一緒にいるとき、子どもの行動に注意を向けることがある .657 -.177 .349
3 子どもの普段の行動から、子どもの長所・短所を考えることがある .575 .090 .389
2 子どもがどう変わってきたか考えることがある .555 .084 .360
2 あらかじめ子どもの行動や態度を予測しておくことがある .542 .124 .375
1 子どもの言動に気をつけている .534 .028 .301
3 子どもと話した後、子どもがどのように受けとめたか考えることがある .493 .226 .403
3 子どものこれからの成長について考えることがある .461 .207 .349
2 子どもと話す前に、子どもの受けとめ方について考えることがある .448 .306 .429
3 子どもに関する長期的見通しについて考えることがある -.218 1.088 .999




















































因子 10 項目を抽出した（表 3）。除外された項目は、「他の人と保育の話をして、自分の保
育の方針を改めることがある」「教科書や子育てに関する本や雑誌を読み、自分の保育観に
照らし合せることがある」の 2 項目であった。第 3 因子までの累積寄与率は、66.59%であ
った。 








2 他のクラスの子ども達と話をすることで、自分が担当している子どもの特徴に気づくことがある .830 -.186 .030 .572
2 他人と子どもの話をすることで、自分が担当している子どもの特徴に気づくことがある .751 -.018 .045 .580
1 他のクラスの子ども達と保育者が話す様子を注意深くみることがある .706 .123 -.051 .575
2 他の人と話しているうちに、保育に関する疑問が解決することがある .570 .031 .118 .420
1 他のクラスの子どもが保育者とかかわる様子を注意深く見ることがある .529 .248 -.103 .429
1 他の保育者が担当している子どもの言動を注意深く見ることがある .012 .791 .007 .640
1 他の人が子どもにどのように接しているか注意深く見ることがある -.087 .779 -.003 .539
1 他の保育者の子どもに対する話し方に注意することがある .100 .531 .068 .390
2 いろいろな話を聞いて、自分の保育観を見直すことがある -.052 .029 1.009 .999
2 他の人の保育を見て、今の自分の保育に必要なことに気づくことがある .131 .003 .528 .580
初期の固有値 4.199 1.294 1.166
初期の寄与率（％） 41.986 12.943 11.662
初期の累積寄与率（％） 41.986 54.929 66.591
因子 F1 F2 F3
F1 1.000 .547 .425
F2 .547 1.000 .403
F3 .425 .403 1.000
レベル 項目 因子 共通性














子は 3 項目からなり、第 2 因子に負荷量の高い項目は、「他の保育者が担当している子ども
の言動」や「他の人が子どもにどのように接しているか」、「他の保育者の子どもに対する
話し方」を注意深く見るというものであった。これらの項目は、他者をとおして情報収集


































 自己注意 保育観 子ども観察力 子ども理解力 他者情報利用 他者情報収集 自己考慮
自己注意 1 .339** .474** .351** .330** .272** .263**
保育観 1 .461** .521** .410** .313** .302**
子ども観察力 1 .536** .591** .447** .430**
子ども理解力 1 .464** .278** .224*
他者情報利用 1 .476** .403**
他者情報収集 1 .352**
自己考慮 1







注）網掛け部分は、中程度の相関（±0.4～±0.7）を示す。              **p < .01, *p < .05 
項目数 α係数 平均値 SD
自己注意 8 .821 3.50 0.58
保育観 4 .795 2.83 0.79
子ども観察力 9 .833 3.39 0.59
子ども理解力 2 .714 2.48 0.82
他者情報利用 5 .829 3.03 0.75
他者情報収集 3 .744 3.46 0.82
自己考慮 2 .733 3.52 0.79













































平均値 SD 平均値 SD
自己注意 47 3.56 0.58 3.89 0.52 -3.710 .001
保育観 47 2.95 0.58 3.12 0.52 -2.441 .019
子ども観察力 45 3.49 0.60 3.74 0.47 -3.309 .002
子ども理解力 45 2.59 0.88 3.11 0.82 -3.409 .001
他者情報利用 44 3.06 0.80 3.45 0.62 -3.304 .002
他者情報収集 44 3.64 0.93 3.68 0.74 -.296 .769










平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
自己注意 3.59 0.58 3.42 0.59 3.48 0.55
保育観 2.96 0.72 2.70 0.89 2.83 0.73
子ども観察力 3.52 0.59 3.25 0.61 3.39 0.55
子ども理解力 2.61 0.88 2.37 0.76 2.44 0.82
他者情報利用 3.08 0.80 2.88 0.68 3.16 0.76
他者情報収集 3.64 0.93 3.31 0.79 3.40 0.65
自己考慮 3.57 0.80 3.50 0.83 3.47 0.76
3年（N=33）1年（N=48） 2年（N=47）



























意」（t (46）=－3.71，p ＜.01)、「保育観」（t (46）=－2.44，p ＜.05)、「子ども観察力」（t 
(44）=－3.31，p ＜.01)、「子ども理解力」（t (44）=－3.41，p ＜.01)、「他者情報利用」（t 
(43）=－3.30，p ＜.01)の 5 つにおいて得点が有意に上昇した。他の「他者情報収集」と「自
己考慮」の 2 つについては、得点の上昇は認められなかった。授業前後における各下位尺




































子分析をおこなった結果、保育者自身に関する省察では 2 因子 12 項目（「自己注意」「保育
観」）、子どもに関する省察では 2 因子 11 項目（「子ども観察力」「子ども理解力」）、他者を













平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
自己注意 47 3.810 0.520 3.870 0.580 4.110 0.320
保育観 47 3.360 0.780 3.050 0.760 3.290 0.670
子ども観察力 45 3.640 0.490 3.780 0.440 3.890 0.520
子ども理解力 45 3.140 0.910 3.070 0.790 3.360 0.750
他者情報利用 44 3.490 0.450 3.350 0.720 3.770 0.460
他者情報収集 44 3.500 0.640 3.790 0.720 3.670 1.050
自己考慮 44 3.540 0.540 3.500 0.830 4.250 0.520
高群（N=14） 中群（N=25） 低群（N=7）
N
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